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四国中央市国際化推進ビジョン（案）のタウンコメントの結果について 

 

１．募集期間 令和６年 2月 14 日（水）～令和６年 3月 14 日（木） 

２．提出者数 3 名 

３．ご意見等の件数 13件 

４．修正した件数 0件 

５．意見の概要及び市の考え方 

 （ご提出いただきましたご意見は、趣旨を損なわないよう要約または整理させていた

だいております。） 

 

No 意見の概要 市の考え方 
計画修正 
の有無 

1 

多文化共生で異なる文化背景を持つ
人間への深い理解が必要では。 

多文化共生の意義や価値を理解す
るためには、他の文化を理解すること
が必要であると考えています。 
様々な文化背景を持つ人々が互い

に理解し、尊重し合うことが非常に重
要であり、異なる文化を理解すること
で、その人々の価値観や考え方、行動
様式をより深く理解できると考えて
います。 
そのため、多文化共生を推進する取

組としてしこちゅ～国際交流フェス
タを開催しています。フェスタでは市
内在住の外国人及び日本人がお互い
の文化について交流し理解を深めて
もらうことを目的として毎年開催し
ております。今年度は約 200 名（う
ち 80人は外国籍）の参加があり今後
も継続して開催をしていく予定です。 
また、日本語教育事業では、生活相

談もあわせて実施することで地域や
職場で孤立することがないように取
り組みを行っています。また、紙すき
体験や浴衣着付け体験など日本文化
にも触れる機会の提供も行っていま
す。 

無 

2 

国際貿易港を抱え、海外でビジネス展
開を図る企業の多いこの町の特殊性
を鑑みて、感染症対策等の医療体制の
整備や、違法物質やサイバー攻撃も含
めた治安維持の施策も必要では。 

えひめ医療ネットによる情報提供
や母子保健及び保育における対応と
して乳幼児健診会場への国際交流員
の派遣や外国版の母子健康手帳など
の交付を行っているところです。 
また、感染症対策として予防接種の

案内については英語表記等の対応を
進めております。いただいたご意見も
参考に今後も医療体制や治安維持の
整備等に努めてまいります。 

無 
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3 

インバウンド観光需要に対する対策
については。産業構造を理解した対策
を望む。 

各種パンフレットについて英語表
記を追加の予定です。今後はパンフレ
ットや案内看板の多言語表記やピク
トグラムでの表示も含め関係課との
協議の上、対策を検討してまいりま
す。 
また、紙産業に関する PR等も含め

関係課と協議しながら対策を検討し
てまいります。 

無 

4 

市民レベルの国際対策の記載はある
が、企業に対する支援策はどうか。友
好都市との交流以外の取組について
は。 

国際理解講座やセミナーについて
は、小学校へ小中学校への講師派遣や
高校や公民館への出前講座を実施し
ているところです。セミナー等につい
ては企業への周知も検討をしてまい
ります。 
教育文化を通じた交流促進として、

国際交流協会主催の中学生海外派遣
事業やホームステイ受け入れ事業を
継続して実施しております。 

無 

5 

国際協力に関する取組は。 国際協力については、ウクライナ紛
争やトルコ地震などの募金受付や募
金啓発活動を行っております。 
今後も国際協力について検討を進

めてまいります。 

無 

6 

地元企業への対策だけではなく、海外
企業の誘致や安い労働力を求めて海
外進出した企業が地元に戻ってもら
う対策も必要では。 

企業ニーズに応じて、海外展開に関
するセミナー実施の検討や、工業振興
ビジョンの実施のほか、紙産業に特化
した紙産業振興ビジョンを策定し支
援、取り組みを進めているところで
す。いただいたご意見を参考に関係課
と連携を図るなど検討してまいりま
す。 

無 

7 

DX やメタバースなど世界は近い存在
となっている。市民レベルで国内外の
垣根がなくなる昨今、未知なる技術も
できる可能性も鑑み会議の方法も考
えていただきたい。 

DX やメタバースによるビジネスモ
デルの見直し等も含め会議の開催方
法については今後の状況等を鑑みて
検討して参ります。 

無 

8 

ビジョンの策定にあたり地域在住外
国人を対象としたアンケート以外に
はどのような方へアンケートを実施
したのか。 

今回は交際交流関係者及び企業ア
ンケートも実施しています。また、国
際化実行委員会や庁内策定委員会に
よる検討を行っております。 

無 

9 

在住外国人との交流 
地域行事への参加をしている外国人
をあまり見かけない。公民館祭りや産
業祭へのブース参加を促せる取り組
みをしては。 

アンケート結果からも地域のお祭
りに参加している方は 28％にとどま
っています。原因は言葉の壁等がある
と考えられることから、日本語教育の
推進や生活支援を行うことで地域行
事に参加しやすい環境づくりに努め
ます。 

無 
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10 

企業の受入れについて 
企業の受入れ担当者及び事務担当者
へも意見を聞いてもよいのでは。 

今回のアンケートでは企業アンケ
ートも実施しております。今後も受け
入れ体制等について情報共有を図り
たいと考えています。 

無 

11 

ALT教育委員の活用 
教育委員会と連携して ALT と一緒に
教育面の支援を増やしては。 

現在、教育委員会へ依頼をして、国
際交流協会のイベントなどにも ALT
に参加をいただいています。今後も教
育委員会と連携を図り、語学指導など
も含めた活動を増やしてまいりたい
と考えています。 

無 

12 

産業祭等で共同ブース参加 
産業祭等で出店するブースに外国の
ブースを出展してもらうことで交流
の場を提供しては。 

令和 5年度には、産業祭や子育てフ
ェスタに国際交流協会のブースを出
展し海外の文化に触れてもらう機会
の提供を行っています。今後も継続を
予定しており、外国人の方にも一緒に
ブースを出展するなどの検討を行っ
てまいります。 

無 

13 

インバウンドの取組み 
お遍路やしまなみ海道などに来てい
る外国人観光客を四国中央市にも寄
ってもらえるような取り組みも必要
では。 

四国 88か所めぐりに掛かる英語表
記のパンフレット各窓口に設置して
いるところです。今後もインバウンド
の誘致に向けての方策について検討
を進めてまいります。 

無 

 


